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今
年
も
三
社
参
り
に
限
ら
ず
で
き
る
だ
け

多
く
の
神
社
を
参
拝
い
た
し
ま
す
が
、
神
様

の
ご
加
護
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
、

神
社
仏
閣
へ
の
畏
敬
の
念
を
持
つ
こ
と
は
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
計
画

や
事
業
を
進
め
る
中
で
決
断
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
叡え

い
ち智
を
集
め
、

考
え
抜
い
た
結
果
と
し
て
の
決
断
で
も
、
時

や
環
境
が
整
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
日
常
生
活
で
も
ど
こ
か
に
神

様
の
存
在
を
意
識
さ
れ
る
時
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
年
の
干
支
は
難
儀
が
「
去
る
」
に

も
通
じ
る
よ
う
で
す
。
人
間
は
幸
せ
に
な
る

た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
難
儀

に
遭
遇
し
た
時
こ
そ
今
年
の
干
支
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
望
む
道
が
き
っ

と
開
け
る
で
し
ょ
う
。

　

伊
佐
市
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
し
て
か
ら

今
年
で
8
年
目
に
な
り
ま
す
。
川
内
川
が
中

央
を
流
れ
、
四
方
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
穏
や

か
な
皆
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
マ
ス
コ
ミ

な
ど
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
り
、
高
校
生
が
活
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
数

多
く
演
出
し
た
り
元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
で
は
今
年
も
3
年

連
続
の
県
内
1
位
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
施

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
伊
佐
市
を
内
外

へ
発
信
し
、
存
在
感
の
あ
る
地
方
自
治
体
と

し
て
、
雇
用
の
増
大
や
定
住
促
進
な
ど
地
方

創
生
の
計
画
・
実
施
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
の
古
典｢

菜さ
い
こ
ん
た
ん

根
譚｣

に
〝
借
境
調
心
〟

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。｢

外
の
環
境
を

借
り
て
心
の
中
を
整
え
る
。
外
物
は
往
々
に

し
て
人
の
心
を
乱
す
も
の
だ
が
、
環
境
が
心

を
救
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
、

私
の
大
好
き
な
言
葉
で
す
。
申
年
生
ま
れ
の

特
徴
は
明
朗
活
発
で
好
奇
心
旺
盛
と
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
猿
に
ま
つ
わ
る
慣
用
語
に
〝
意

馬
心
猿
〟
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
煩
悩

や
欲
望
が
激
し
く
、
心
の
乱
れ
を
抑
え
き
れ

な
い
こ
と
の
例
え
だ
そ
う
で
す
。
謙
虚
さ
と

強
い
思
い
と
日
々
の
努
力
を
怠
ら
な
い
た
め

に
も
、
〝
借
境
調
心
〟
を
胸
に
市
民
の
皆
さ

ま
を
私
の
心
を
整
え
る
環
境
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

年頭のごあいさつ
2016

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
が
希
望
に
あ
ふ
れ
、
穏
や
か
に

ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
の
干
支
は

十
二
支
の
9
番
目
に
な
る
申
（
猿
）
で
す

が
、
他
の
干
支
と
違
っ
て
神
様
を
意
識
す
る

の
が
「
申
」
で
す
。
そ
れ
は
「
申
」
は
「
神
」

の
由
来
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
猿
は
馬
の
守
護
神
と
も
言
わ

れ
、
厩
舎
に
は
猿
が
飾
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
60
年
程
前
に
な
り
ま
す
が
、
母
の
実
家

の
馬
小
屋
に
猿
の
絵
馬
が
あ
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。「
申
」・「
猿
」
と
も
に
神

様
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

馬
に
乗
り
猿
の
案
内
で
今
年
を
ス
タ
ー
ト

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
、
安
全
保
障
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
、
大
き
な
改
革
を
迫
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
特
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
関

し
ま
し
て
は
、
農
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
政
府

に
よ
る
手
厚
い
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
が
始
ま

り
、
行
政
の
効
率
化
、
国
民
の
利
便
性
の
向

上
、
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
が
推
進
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
、
円
滑
な
導
入
と
適
切

な
運
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

伊
佐
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
学
校
再
編

に
よ
り
大
口
中
学
校
、
山
野
中
学
校
、
大
口

南
中
学
校
の
３
校
が
閉
校
し
、
大
口
中
学
校

跡
に
新
た
に
大
口
中
央
中
学
校
が
開
校
し
、

順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
よ
う
で
、
今
後
の
飛

躍
発
展
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

８
月
に
は
近
年
に
な
い
強
い
台
風
15
号
の

直
撃
を
受
け
、
市
内
各
地
で
倒
木
及
び
倒
木

に
よ
る
停
電
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
11
月
に
は
第
30
回

国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５
が
開
幕
し
、

伊
佐
市
で
は
、
い
さ
演
劇
祭
と
し
て
榎
木
孝

明
氏
の
講
演
会
や『
紙
屋
悦
子
の
青
春
』、『
カ

ン
ヅ
メ
少
年
と
「
い
ざ
！
」
い
さ
宝
さ
が
し

の
旅
』
が
上
演
さ
れ
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
３
月
に
伊

佐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

等
調
査
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
総
合
戦

略
の
基
本
と
な
る
デ
ー
タ
か
ら
調
査
を
始
め
、

鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
鹿
児
島
県

大
隅
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
工
業

技
術
と
食
品
加
工
技
術
を
地
域
創
生
に
ど
の

よ
う
に
活
か
す
か
研
修
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
議
会
意
見
交
換
会
を
８
月
に
市
民
向
け

６
会
場
、
団
体
向
け
４
団
体
と
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
参
加
者
が
少
な
い
た
め
、
開
催
の

方
法
等
を
検
討
し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
出

た
意
見
等
を
検
討
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

政
策
提
言
及
び
議
会
改
革
を
迅
速
果
断
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
11
月
に
は
伊
佐
市
市
長
選
挙
、

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
か

ら
有
権
者
は
18
歳
以
上
と
な
り
ま
す
の
で
、

投
票
率
や
政
治
へ
の
無
関
心
化
な
ど
心
配
な

点
も
あ
り
ま
す
が
、
若
い
人
の
意
見
を
ど
の

よ
う
に
取
り
上
げ
政
策
に
結
び
付
け
て
行
く

か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
若
い
人
の
意
見
を

反
映
し
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う

に
大
所
高
所
か
ら
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ
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アイスカービングからアイスカービングから

　2015 年１月に第 20 回を迎えた「アイスカー
ビング」は実行委員会が解散しイベントは終了し
ました。
　しかし、長年愛されてきた氷の祭典を継続し先
輩たちの思いを次代に繋げたいと、若い世代が新
たな実行委員会を立ち上げました。

問い合わせ先   
アイスワールド実行委員会事務局（伊佐
市観光特産協会内）  　☎㉘２６００

内　容
　これまでのような氷像を制作展示する
のではなく、例えば ①氷と光の演出 ②
氷のステージで音楽やダンス など、地
元の高校生やアーティストなどとの共同
企画を計画中。
※詳しくは「広報いさ」１月15日号で
　お知らせします。

期　日　２月 13 日（土）

会　場　大口ふれあいセンター
             前広場

■この不在者投票をするには
　「郵便等投票証明書」の交
　付申請が必要です。
対象者   手帳等を持ち、次の表に該当する人
投票できる期間   
　選挙の公示（告示）日の翌日～投票日の前日

■上記の対象者のうち次に該当する人は、代理
　人が投票の記載をすることができます。

問い合わせ先　市民課選挙係　☎㉓１３１１

手帳等の種類 障がい名（障がいの程度）

身体障害者
手帳

上肢、視覚の障がい
（1 級）

戦傷病者
手帳

上肢、視覚の障がい
（特別項症～第 2 項症）

手帳等の種類 障がい名（障がいの程度）

身体障害者
手帳

  両下肢、体幹、移動機能の
  障がい（1 級または 2 級）

  心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
  こう、直腸、小腸の障がい
  （1 級または 3 級）

  免疫、肝臓の障がい
  （1 級～ 3 級）

戦傷病者
手帳

  両下肢、体幹の障がい
  （特別項症～第 2 項症）

  心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
  こう、直腸、小腸、肝臓の障
  がい（特別項症～第 3 項症）

介護保険
被保険者証   要介護状態区分（要介護 5）

自宅等で
不在者投票ができる

　「郵便等投票」

■詳しくは「ｉ広報紙 http://ikouhoushi.jp/」をご覧ください

▼統一 QR ｺｰﾄﾞ広報紙をもっと身近に
回

日

内    容

１ 12 月 19 日（土）
12 月 20 日（日）   ピザ窯の本体をつくる

  （レンガ積み、セメント塗り、薪の運搬・積み上げなど）

２ 12 月 26 日（土）
12 月 27 日（日）   粘土でピザ窯の表面をつくる

  （ねんど塗り、薪わり・積み上げなど）

３
   １月 10 日（日）   ピザ窯の表面を仕上げる  （しっくい塗りなど）

４
   １月 17 日（日）   ピザ窯を飾付け仕上げる

  （表面の仕上げ・模様つけなど）

　時間　13 時～ 16 時

　場所　旧大口南中学校駐輪場近く

1　　広報いさ お知らせ版　2015.12.15

大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷
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【お知らせ版】

お
知
ら
せ

農
業
集
落
排
水
の
届
出

　
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
使
用
人
数
の
変

更
等
が
あ
る
場
合
は
、
開
始
・
休
止
・
変
更

税　目

期

固定資産税

３期

国民健康保険税

５期

介護保険料〈１号〉
５期

後期高齢者医療保険料
５期

納期限   12 月 25 日（金）

４
０
０

ml献
血
に
ご
協
力
を

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
12
月

31
日
（
木
）
〜
平
成

28
年
１
月
３
日

（
日
）
は
、
ご
み
を
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
ず
に
各
家
庭

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係
　
☎
㉒
１
０
６
０

日
　
　時
　
12
月

18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
９
時

30
分
〜

12
時

30
分

場
　
　所
　
伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎
　
　

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係
　
☎
㉓
１
３
１
１

旧大口南中学校にピザ窯 をつくろう

等
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
料
金
の
口
座
振
替
は
市
内
の
金
融
機
関
で

手
続
き
で
き
ま
す
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
住
宅
・
下
水
道
係
（
菱
刈
庁
舎
）

水
道
課
管
理
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１

問い合わせ先　企画政策課政策第１係　☎㉓１３１１

ピザ窯づくり日程

※日程は天候等により変更になる場合もあります。

　今年３月に閉校した大口南中学校は、子育てや交流、産業振興のための

交流拠点施設として生まれ変わります。

　その一つとして、みんなが集まって楽しむためのピザ窯づくりを行います。

○申込は必要ありません。作業できる服装で飲物等を持参してください。

○参加する回数は自由です。

大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷広報
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問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３
ピッ

結核検診を受診していない皆さんへ
　平成 27 年度結核検診（レントゲン間接撮影）を次の日程で行います。前回受診していない人は、
受診してください。受診券がない人も無料で受診できます。受診券に記載された日時で受診できない
場合は、下表日程で都合のよい日時に受診してください。
レントゲン車による巡回です。時間を守ってお越しください。
対 象 者　昭和 26 年４月１日までに生まれた人で 65 歳以上の人
※ただし、平成27年４月以降受診済みの人や病院などで受診予定
　の人、肺がん検診を受診した人は除きます。

◎検診結果の送付　平成 27 年 11 月９日～ 12 月２日に受診した人の検診結果は、１月中旬までに
　　　　　　　　　送付します。（再検査の必要な人のみ）　

問い合わせ先　健康長寿課健康推進係 　☎㉓１３１１

実施日 場　　　所 時　　　間 場　　　所 時　　　間

1 /18
（月）

 伊佐市役所（大口庁舎）中庭     9:00 ～       9:10  猶原地区集会施設 11:30 ～ 11:40
 田中上集会施設     9:30 ～       9:40  湯之尾校区集会施設 13:00 ～ 13:10
 小路集会施設 10:00 ～ 10:10  築地集会施設 13:30 ～ 13:40
 徳辺上集落センター 10:30 ～ 10:40  前目麓営農研修センター 14:10 ～ 14:20
 ひまわり館 11:00 ～ 11:10  まごし館 14:40 ～ 14:50

1 / 19
（火）

 ドラッグストアモリ大口店     9:00 ～       9:10  石井公民館 11:40 ～ 11:50
 旧大田グラウンドゴルフ場     9:30 ～       9:40  尾之上公民館 13:10 ～ 13:20
 上林商店倉庫（旧農協郡山出張所） 10:00 ～ 10:10  旧伊佐農協平出水支所 13:40 ～ 13:50
 小木原上中公民館 10:30 ～ 10:40  鳥巣上公民館 14:10 ～ 14:20
 山野基幹集落センター 11:00 ～ 11:10  大口元気こころ館（多目的ホール前） 14:40 ～ 15:00

1 / 20
（水）

 白木農村公園     9:00 ～       9:10  羽月西青少年センター 11:40 ～ 11:50
 羽月地区公民館     9:30 ～       9:40  川西公民館 13:10 ～ 13:20
 金波田公民館 10:10 ～ 10:20  西太良地区コミュニティセンター 13:40 ～ 13:50
 北さつま農協駅前支所 10:40 ～ 10:50  田代公民館 14:10 ～ 14:20
 宮人公民館 11:10 ～ 11:20  針持青少年センター 14:40 ～ 14:50

1 / 21
（木）

 北さつま農協曽木支所     9:00 ～       9:10  南永校区コミュニティセンター 11:30 ～ 11:40
 下手下集会施設     9:30 ～       9:40  旧 JA 伊佐川南出張所 13:00 ～ 13:10
 荒田下バス停留所前 10:00 ～ 10:10  本城地区集会施設 13:30 ～ 13:40
 青木元地区教育集会所 10:30 ～ 10:40  前目公民館 14:00 ～ 14:10
 岩坪営農研修センター 11:00 ～ 11:10  まごし館 14:30 ～ 14:50

1 / 22
（金）

 白ヶ谷（永野商店前）     9:00 ～       9:10  上市山集会施設 11:30 ～ 11:40
 木ノ氏公民館     9:30 ～       9:40  田中ふるさと館 13:00 ～ 13:10
 篠原公民館 10:00 ～ 10:10  花北営農研修センター 13:40 ～ 13:50
 下目丸公民館 10:30 ～ 10:40  旧中央公民館跡（西冨士横） 14:10 ～ 14:20
 北さつま農協東支所 11:00 ～ 11:10  大口元気こころ館（多目的ホール前） 14:40 ～ 15:00
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　あいにくの雨の中、「伊佐市ふれあ
い駅伝競走大会」が 12 月６日に開催
されました。初出場の平出水校区を含
む 14 チーム 182 人が、菱刈環境改
善センターから市陸上競技場までの
13 区間 24.2 ㎞で健脚を競いました。 
　結果は次のとおりです。

初出場含む
14 チームが力走

クラス優勝 Ａ：田中Ａ　Ｂ：大口中央　Ｃ：湯之尾
躍進賞 田中Ｂ　　１分 37 秒短縮

区間賞（敬称略）

    １区  有郷莉玖（大口中央）
    ２区  松木祐二（田中Ａ）
    ３区  舞薗烈翔（忠元）
    ４区  清水優樹（田中Ａ）

    ５区
 土橋海真（羽月）
 中村凌也（湯之尾）

    ６区  葊原光弘（田中Ａ）
    ７区  永井智大（大口東）
    ８区  松井瑠里（田中Ａ）
    ９区  吉野克彦（山野）
10 区  中山奈生（忠元）
11 区  帆北航（山野）
12 区  西元一仁（大口東）
13 区  本田寿雄（田中Ａ）

①田中Ａ　　 １時間 19 分 11 秒 ⑧菱刈   　  　   1 時間 26 分 21 秒
②大口東　 　１時間 20 分 49 秒 ⑨本城   　  　   1 時間 29 分 23 秒
③山野   　  　   １時間 21 分 13 秒 ⑩平出水　　 1 時間 29 分 25 秒
④大口中央 　　 １時間 22 分 10 秒 ⑪曽木   　  　   1 時間 30 分 50 秒
⑤羽月   　  　   １時間 23 分 49 秒 ⑫田中Ｂ　 　1 時間 31 分 19 秒
⑥忠元   　  　   １時間 24 分 34 秒 ⑬針持   　  　   1 時間 37 分 27 秒
⑦湯之尾　　１時間 25 分 38 秒 ⑭牛尾   　  　    1 時間 39 分 58 秒

各チーム成績

　
県優秀教職員表彰

教育振興発展のために貢献された功績が認められ県教育委員会から表彰されました。

西木場昭一 教諭（43 歳・菱刈小）森薗直也 教諭（36 歳・針持小）

新
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「伊佐市暴力団排除条例に基づく

暴力団排除措置等に関する協定」
　12 月８日、市が行う契約等から暴力団関係者
の不当な介入を排除し、安全安心なまちづくりを
推進するため、市と伊佐警察署は協力体制を強化
する目的で協定を結びました。
・暴力団排除措置等への支援・協力
・暴力団を排除するための照会等手続き
・暴力団排除措置に係る情報の提供等

　　

　

　

菱刈小新校舎建設スポーツ推進委員功労者表彰

飲酒運転はしないでね

信号もちつき大会（表紙）

　10 月に菱刈小学校で上棟式が行われまし
た。木造２階建ての新校舎には、全校児童
86 人が将来の夢などを記した角材が一部使
われています。
　２月完成予定で、４月からは木の香り漂う
清々しい環境で快適な学校生活を送ることに
なります。

　地域スポーツの振興に永年貢献された功績
が認められ受賞されました。
　福本千枝子さん （67 歳・下ノ木場）

　伊佐警察署と伊佐地区安全運転管理協議会
青年部から依頼され、大口明光学園の中高生
が描いた飲酒運転撲滅のためのポスターが大
口酒造株式会社に届けられました。
　生徒は「お酒を飲んで車に乗っては危険で
す」「家族を悲しませないで」と思いを語り
ました。
　39 点のポスターは、市内の酒販売店やコ
ンビニなどで１月末まで掲示されます。

　大口東小学校で 12 月 12 日、交通安全を願
う 26 回目の信号もちつき大会がありました。
　校区コミュニティ協議会の主催で児童ら
120 人が集まり、信号機の「青・黄・赤」
を模した餅をついて交通ルールやマナーを守
る大切さを学びました。
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空家対策事業の推進に関する協定

ふるさと会

　市は 11 月 25 日、南日本銀行、鹿児島銀行、
鹿児島信用金庫と「空家対策事業の推進に関
する協定」を結びました。
　これは、空き家の適正管理を推進すること
で管理不全な状態になることを防ぎ、安全安
心なまちづくりと地域経済の活性化を目的と
するもので、市の空家対策事業補助金の受給
者について空家対策支援ローンの金利が優遇
されます。
　現在、空家等を取り壊す際の補助制度とし
て「伊佐市危険廃屋解体撤去工事補助金」が
あります。
　30 万円以上の市内業者による解体撤去工
事が対象で、経費の 30％が補助されます。（上
限 30 万円）詳しくは、総務課交通消防防災
係（☎㉓１３１１）まで。

　伊佐市のふるさと会は全国に７つあります。
　11 月 7 日に北九州伊佐市会、11 月 29 日
に熊本伊佐会の総会がありました。
　総会では、伊佐市の近況やいさ花募金、ふ
るさと納税について紹介したほか、懐かしい
特産品の販売も行いました。
　懇親会では、参加者同士で懐かしいふるさ
との話をするなど、伊佐を思う一日となった
ようです。
　ふるさと会加入等に関するお問い合せは、
伊佐ＰＲ課（☎㉙４１１３）まで。

　
日本代表を応援しよう

　
大口小児童が議会傍聴

　12 月 10・11 日、大口小６年の２クラス
79 人が社会科授業の一環として、第４回定
例会を傍聴しました。
　２日間で児童らは「地方創生交付金事業の
計画策定」「消防費負担金の今後のあり方」「Ｔ
ＰＰ問題」「水俣病問題」などについて傍聴
しました。小学生には難しい内容と厳粛な会
場の雰囲気に少し緊張しながらも、議員と市
長等の真剣なやりとりを静かに聴いていまし
た。

　知的障がい者サッカー日本代表の新監督で
ある西眞一さん（姶良市役所）が、チーム応
援Ｔシャツ購入のお礼と障がい者スポーツの
普及啓発活動のため伊佐市を訪問しました。
　西さんは 1995 年から 13 年間、「鹿児島
ユナイテッドＦＣ」の前身である「ヴォルカ
鹿児島」のＦＷとして活躍されました。
　現在は、2018 年にロシアで開催される世
界大会に向け、過去最高の世界４位を越える
べく、チーム一丸となって取組んでいます。
　ロシア大会での優勝に期待しましょう。
●応援Ｔシャツの購入については、公式オン
　ラインショップ（http://jffid.thebase.in）を
　ご覧ください。
　１枚 3,000 円（税込・送料別）２色 S ～ LL 
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「
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
」
①

あなたらしく生きる「人生の年輪」
相談・問い合わせ先　健康長寿課地域包括支援係　☎㉓２３７７

　

前
回
の
伊
佐
子
さ
ん
に
続
き
、

家
族
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
暮
ら
す
息
子
さ
ん
と
伊

佐
子
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
は
「
お
と

な
し
く
几
帳
面
で
き
れ
い
好
き
な

母
（
妹
）
で
し
た
。」
と
言
い
ま
す
。

　

二
人
が
伊
佐
子
さ
ん
の
変
化
を

感
じ
た
の
は
約
2
年
前
で
す
。

　
『
だ
ん
だ
ん
家
の
こ
と
を
し
な

く
な
り
家
が
散
ら
か
り
だ
し
た
時

お
か
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
が
、

認
知
症
に
は
ま
だ
早
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
洗
濯
物
や
茶

碗
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
「
や

る
気
が
無
い
、
し
た
く
な
い
」
と

言
い
、
好
き
な
外
出
も
し
た
が
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
野
菜
を
切
っ

た
ま
ま
放
置
し
て
い
た
り
、
ど
う

し
て
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
。
母
は
も
う
料
理
を

し
な
い
の
で
す
が
、
買
い
物
に
連

れ
て
い
く
と
今
で
も
野
菜
を
買
い

ま
す
。「
料
理
は
し
な
い
か
ら
い

ら
な
い
で
し
ょ
」
と
は
言
わ
ず
、

そ
の
ま
ま
買
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
変
化
に
気
づ
い
た
後
、
認
知

症
と
は
言
わ
ず
、
や
る
気
が
な
い

の
は
何
か
お
か
し
い
の
か
も
と
、

専
門
病
院
受
診
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

診
断
結
果
に
や
っ
ぱ
り
と
思
い
最

初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
は
認

知
症
に
つ
い
て
聞
く
機
会
が
よ
く

あ
る
の
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
主
治
医
に
薬
を
だ
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
近
所
の
人
も
状

態
を
理
解
し
気
に
か
け
、
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
。』

　

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
伊
佐
子
さ

ん
の
認
知
症
を
受
け
入
れ
、
支
え

る
家
族
の
声
で
し
た
。

知っていますか「マイナンバー制度」
問い合わせ先　総務課行政係　☎㉓１３１１

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

１
月
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の

確
認
が
必
要
な
手
続
き
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
だ
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
大
口
地
区
の
人
は

市
民
課
（
大
口
庁
舎
）
に
、
菱
刈

地
区
の
人
は
地
域
総
務
課
（
菱
刈

庁
舎
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
１
２
０
・
９
５
・
０
１
７
８

※
平　

日
９
時
30
分
～
22
時

　

土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
年
末
年
始
12
月
29
日
～
１
月
３

　

日
を
除
く
。

「個人番号カード」があれば、これ一枚で
「個人番号の確認」と「本人確認」ができます。

○個人番号カードを取得するには申請が必要です。
　申請方法は、通知カード送付時に同封
　されていたパンフレッ
　トをご確認ください。
○既に申請している人に
　は、順次、ハガキで個
　人番号カード交付のご
　案内をいたします。

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

１
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
結
核
検
診

※通知カードをお持ちでない場合、
　個人番号付きの住民票を取得して
　いただくこともあります。
　通知カードは運転免許証などと　
　一緒にご持参ください。

※顔写真がないものは２種類以上の本人を確認できるもの
　が必要。例）国民健康保険被保険者証、介護保険被保険
　者証、年金手帳、児童扶養手当証書、特別児童扶養手当
　証書などのうち２つ以上。
　税に関する事務の場合はいずれか１つで構いません。

通知カードまたは
個人番号付きの住民票

個人番号の確認 本人確認

運転免許証、運転経
歴証明書、パスポー
ト、障害者手帳など
のうちいずれか１つ

　

認
知
症
の
相
談
窓
口

 

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
２
３
７
７

 

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

 

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と

☎
㉒
０
０
０
２

 

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
す
ず
ら
ん

☎
㉓
０
１
５
５

 

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー

☎
㉖
２
２
５
８

例）個人番号の確認が必要な手続きをする場合※
市
役
所
で
個
人
番
号
の
確
認
が
必
要
な
手
続
き
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
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個人番号の確認が必要になる主な手続き

上記の手続き以外にも個人番号が必要になる場合があります。

手続きによって個人番号を記入・提示する時期は違います。
詳しくは各担当部署にお問い合わせください。

　　　　　　　手続き 担当部署

住
民
票
戸
籍

 ◉転入・転居・転出などの異動
 ◉戸籍届出の氏名などの変更
 ※記載事項の変更が必要となり
　 ます。通知カードまたは個人
　 番号カードをご持参ください

市民課
市民係

市
営
住
宅

 ◉市営住宅への入居申請
 ◉市営住宅入居者による収入申
　 告

建設課
住宅・下水道係

　　　　　　　手続き 担当部署

国
民
健
康
保
険

 ◉加入・脱退
 ◉修学や施設入所のための市外
　 転出
 ◉被保険者氏名、被保険者世帯、
　 住所、世帯主の変更
 ◉療養費、特別療養費、移送費、
　 高額療養費、高額介護合算療
 　養費の支給申請
 ◉第三者行為による被害の届出
 ◉被保険者証、高齢受給者証、
　 被保険者資格証明書の再交付
 　申請
 ◉限度額適用認定証、限度額適
　 用・標準負担額減額認定証、
 　特定疾病療養受領証の交付・
　 再交付の申請
 ◉一部負担金の免除等申請
 ◉基準収入額適用申請

市民課
健康保険係

後
期
高
齢
者
医
療

 ◉加入（75 歳到達の人を除く）・
 　撤回
 ◉被保険者証の再交付申請
 ◉特定疾病療養受療証、限度額
 　適用・標準負担額減額認定証
　 の交付・再交付申請
 ◉高額療養費や補装具等の療養
 　費の支給申請

市民課
健康保険係

　　　　　　　手続き 担当部署

市
民
税

 ◉減免申請書の提出（市県民税、
 　軽自動車税、国民健康保険税、
 　介護保険料、後期高齢者医療
 　保険料など）給与支払報告書
 　の提出
 ※平成28年１月１日以後の支
 　払いに係る報告書から適用

税務課
市民税係

固
定
資
産
税

 ◉納税義務代表者申告書の提出
 ◉償却資産申告書の提出
 ◉固定資産税減免申請書の提出

税務課
固定資産税係

　　　　　　　　　手続き 担当部署

介
護
保
険

 ◉介護認定・更新・区分変更
 　の申請
 ◉被保険者証等の再交付の申
　 請
 ◉負担限度額認定の申請
 ◉高額介護サービス費の支給
 　申請
 ◉特定福祉用具購入費の支給
 　申請
 ◉住宅改修費の支給申請

健康長寿課
介護保険係

福
祉

 ◉身体障害者手帳の申請
 ◉特別障害者手当、障害児福
　 祉手当、福祉手当の申請
 ◉障害者総合支援法に基づく
 　補装具費に関する申請
 ◉障害者総合支援法に基づく
 　地域生活支援事業に関する
 　申請
 ◉障害者総合支援法に基づく
 　障害福祉サービスの申請
 ◉精神障害者保健福祉手帳に
 　関する申請
 ◉自立支援医療（更生医療、
　 育成医療、精神通院医療）
　 に関する申請
 ◉特別児童扶養手当の申請

福祉課
障がい者
支援係

 ◉戦没者等の遺族に対する特
 　別弔慰金の請求

福祉課
社会福祉係

 ◉生活保護の申請 福祉課
保護係

　　　　　　　　　手続き 担当部署

給
付
や
届
出

 ◉児童手当・児童扶養手当の
　 新規認定請求
 ◉幼稚園・認定こども園・保
　 育所への入所申込
 ◉障害児通所支援（就学前・
 　就学後児童）の給付申請
 ◉乳幼児医療費の支給申請
 ◉ひとり親家庭等医療費の支
 　給申請

こども課
子育て
支援係

 ◉母子健康手帳の交付（妊娠
 　届出）
 ◉低体重児の届出
 ◉養育医療の給付申請
 ◉予防接種健康被害救済給付
 　金の請求

こども課
こども健康係

 ◉就学援助費の支給申請 学校教育課
学事係

暮らし

保険・医療

税金、保険料など

介護・福祉

子育て

Ｃｈｅｃｋ
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１
１
０
番
だ
よ
り

適
切
な
１
１
０
番
通
報

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
㉒
０
１
１
０

に
指
令
を
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ン

テ
ナ
の
少
な
い
山
間
部
な
ど
で
は
正
確

な
場
所
が
特
定
で
き
ま
せ
ん
の
で
ル
ー

ト
や
目
標
物
を
聞
い
て
確
認
し
ま
す
。

　

落
ち
着
い
て
警
察
官
の
質
問
に
答
え

て
く
だ
さ
い
。

１
１
０
番
通
報

　

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　　

１
１
０
番
は
、
緊
急
事
態
に
速
や
か

に
対
応
す
る
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で

す
。

　

お
急
ぎ
で
な
い
相
談
な
ど
は
、
警
察

相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）
か
伊

佐
警
察
署
（
☎
㉒
０
１
１
０
）
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

①
何
が
あ
り
ま
し

　
　

た
か

　

②
場
所
は
ど
こ
で
す
か

　

③
い
つ
ご
ろ
で
す
か

　

④
犯
人
は

　

⑤
い
ま
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

　

⑥
あ
な
た
の
名
前
、
住
所
、
電
話

　
　

番
号

　

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」で
す
。

　

１
１
０
番
通
報
は
、
年
間
約
10
万
件

に
及
び
、
事
件
・
事
故
等
の
早
期
解
決

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
相

談
電
話
や
い
た
ず
ら
電
話
等
も
多
く
、

１
１
０
番
通
報
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

固
定
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
の

１
１
０
番
通
報
は
、
警
察
本
部
の
通
信

指
令
室
に
つ
な
が
り
、
必
要
に
応
じ
て

固
定
電
話
の
設
置
場
所
、
携
帯
電
話
の

位
置
情
報
が
地
図
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

通
信
指
令
室
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報

を
元
に
警
察
署
や
近
く
の
パ
ト
カ
ー
等

戦
後
70
年
「
縁
と
絆
」
記
憶
の
風
景
と
未
来
を
た
ど
る

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
１
係　

☎
㉙
４
１
１
３

　

戦
況
が
悪
化
す
る
中
、
鹿
児
島
県
知

事
は
昭
和
19
年
に
薩
南
諸
島
住
民
に
対

し
強
制
疎
開
の
命
令
を
出
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
「
大
島
支
庁
長
・
郡
内

町
村
長
・
警
察
署
長
合
同
会
議
」
が
行

わ
れ
、
喜
界
島
で
は
、
当
時
駐
屯
し
て

い
た
由
良
隊
長
と
警
察
署
長
な
ど
が
校

区
や
集
落
ご
と
に
説
明
し
疎
開
者
を

募
っ
た
。
対
象
者
は
60
歳
以
上
の
高
齢

者
、
一
般
婦
女
子
、
国
民
学
校
児
童
、

そ
の
他
病
弱
者
で
生
産
に
従
事
で
き
る

者
は
認
め
な
か
っ
た
。
疎
開
す
る
と
き

の
荷
物
は
一
人
2
個
以
内
、
渡
航
運
賃

は
県
が
負
担
し
疎
開
中
は
一
人
一
日
50

銭
程
度
を
補
助
。
受
け
入
れ
先
は
伊
佐

郡
本
城
村
に
決
定
さ
れ
た
。

　

家
々
で
は
家
族
会
議
が
行
わ
れ
、
疎

開
先
で
一
日
50
銭
程
度
の
生
活
は
難
し

い
こ
と
や
、
高
齢
者
の
中
に
は
住
み
慣

れ
た
島
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
嫌
が
る
な

ど
の
理
由
で
多
く
の
該
当
者
が
島
に

残
っ
た
。

　

疎
開
し
た
正
確
な
人
数
は
不
明
だ
が
、

旧
喜
界
町
だ
け
で
も
約
１
５
０
人
は
疎

開
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
疎
開
者
は

昭
和
19
年
9
月
頃
か
ら
順
次
島
を
離
れ

無
事
疎
開
先
に
到
着
し
た
が
、
徳
之
島

の
疎
開
者
を
乗
せ
た
船
は
十
島
村
付
近

で
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
、
約
１
５
０
人

の
学
童
、
教
職
員
、
婦
女
子
が
行
方
不

明
と
な
る
悲
し
い
事
件
も
あ
り
命
が
け

の
渡
航
だ
っ
た
。
島
か
ら
疎
開
し
た
人

の
中
に
も
貨
物
船
が
攻
撃
さ
れ
、
財
産

を
失
っ
た
人
も
い
た
。

　

昭
和
20
年
8
月
14
日
、
日
本
は
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
託
。
翌
15
日
、
日
本
の

降
伏
を
国
民
に
伝
え
た
玉
音
放
送
が
あ

り
、
終
戦
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
疎
開

者
も
次
々
に
帰
島
し
た
が
、
中
に
は
県

本
土
に
永
住
す
る
人
も
い
た
。

　
【
参
考
資
料
】
菱
刈
町
郷
土
史
・
喜

界
町
誌

「
広
報
き
か
い
」
と
同
時
掲
載

旧
菱
刈
町
と
喜
界
町 

姉
妹
都
市
盟
約
50
周
年

写真：喜界町 HP

△昭和 34 年  喜界町役場

△昭和 40 年  興南丸就航

（喜界 ⇔ 鹿児島）
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問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

平成 26 年度がん検診受診者のがん発見数

※ 参照「科学的根拠に基づくがん予防」/ 国立がん研究センター

自覚症状がないうちに受診することが、がんの早期発見に効果的です。

（単位：人）

　

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第

一
位
で
、
重
大
な
健
康
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）
の
調
査
で
は
死

亡
総
数
に
対
し
て
男
性
の
約
３

分
の
１
、
女
性
の
約
４
分
の
１

の
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
医
療
技
術
の
進
歩

に
よ
り
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

が
ん
対
策
と
し
て
、
市
で
も
各

種
が
ん
検
診
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
も
多
く
の
人
が
受
診
し

ま
し
た
。
が
ん
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
に
、
が
ん
検

診
は
と
て
も
重
要
な
方
法
で
す
。

　

そ
し
て
、
が
ん
検
診
は
受
診

し
た
後
も
大
切
で
す
。
精
密
検

査
が
必
要
な
場
合
は
で
き
る
だ

け
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
精
密
検
査
を
受
診

し
な
け
れ
ば
、「
治
療
が
必
要

な
症
状
」
な
の
か
、「
異
常
な
し
、

ま
た
は
良
性
病
変
」
な
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
が
ん

検
診
の
効
果
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
が
ん
の
う
ち
、
男

性
の
が
ん
の
53
・
３
％
、
女
性

の
が
ん
の
27
・
８
％
が
喫
煙
、

飲
酒
、
塩
分
摂
取
等
の
生
活
習

慣
や
感
染
が
原
因
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

右
記
の
健
康
習
慣
を
実
践
す

る
こ
と
で
が
ん
に
な
る
確
率
を

低
く
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

実
際
に
、
右
記
の
健
康
習
慣

を
全
て
実
践
す
る
人
は
、
ま
っ

が
ん
の
リ
ス
ク
を

  

低
く
す
る
健
康
習
慣

た
く
実
践
し
な
い
ま
た
は
一
つ

実
践
す
る
人
に
比
べ
て
男
性
で

43
％
、
女
性
で
37
％
が
ん
に
な

る
リ
ス
ク
が
低
く
な
る
こ
と
が
、

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で

示
さ
れ
ま
し
た
。
定
期
的
に
検

診
を
受
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
が
ん
を
予
防
す
る
た

め
に
は
日
頃
の
健
康
管
理
が
大

切
で
す
。

　

市
で
は
例
年
、
２
月
～
３
月

頃
に
各
が
ん
検
診
の
対
象
と
な

る
人
の
全
て
の
世
帯
に
「
健
診

ガ
イ
ド
」
を
配
布
し
て
、
次
年

度
の
が
ん
検
診
の
日
程
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
が

ん
検
診
を
未
受
診
の
人
は
、
健

診
ガ
イ
ド
を
ご
覧
に
な
り
、
ぜ

ひ
来
年
度
は
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
が
行
う
が
ん
検
診
で
が
ん

が
発
見
さ
れ
る
人
が
毎
年
数
人

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
身
の

健
康
の
た
め
に
、
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

 

・
禁
煙
す
る

 

・
食
生
活
を
見
直
す

 

・
節
酒
す
る

 

・
適
正
体
重
を
維
持
す
る

 
・
身
体
を
動
か
す

検診種類 胃がん 子宮頸がん 肺がん 乳がん 大腸がん

がん発見数
（がん疑い含む） 3 0 4 2 2
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南三陸だより
Vol. 45

　

　

12
月
に
な
り
東
北
の
厳
し
い

冬
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
人
生
初
の
冬
タ
イ
ヤ
交
換

○
冬
用
ウ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ッ
シ
ャ

　

ー
液
へ
の
交
換

○
窓
ガ
ラ
ス
凍
結
時
の
氷
取
り

　

道
具
の
準
備

○
派
遣
職
員
向
け
の
冬
道
運
転

　

講
習
会
参
加

　

初
め
て
購
入
・
体
験
す
る
こ

と
に
手
探
り
状
態
で
す
が
、
慎

重
に
な
り
つ
つ
も
貴
重
な
経
験

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

派
遣
さ
れ
て
か
ら
10
か
月
、

赴
任
し
た
当
時
と
比
べ
る
と
町

の
姿
は
大
分
変
り
ま
し
た
。
通

勤
時
の
道
路
も
１
か
月
に
１
回

は
変
化
が
あ
り
ま
す
。
昨
日
ま

で
通
っ
て
い
た
道
路
が
一
晩
で

違
う
道
へ
付
け
替
え
に
な
っ
て

い
た
り
、
新
し
く
信
号
が
で
き

た
り
な
ど
、
通
勤
時
は
常
に
注

意
が
必
要
で
す
。
ま
た
嵩
上
げ

の
盛
土
は
数
も
増
え
、
既
に
整

地
ま
で
済
ん
で
い
る
箇
所
も
あ

り
ま
す
。
将
来
そ
こ
に
復
興
商

店
街
等
が
移
設
す
る
と
の
こ
と

な
の
で
、
い
よ
い
よ
新
し
い
街

並
み
が
見
え
始
め
て
、
着
実
に

復
興
作
業
も
進
み
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
も
仮

設
住
宅
で
新
年
を
迎
え
る
方
々

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
事
実
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
一
日
で

も
早
く
震
災
前
の
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
自
分
に
与
え
ら
れ
た
職

務
に
尽
力
し
、
復
興
へ
の
１
歩

を
よ
り
先
へ
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
（
前
田
祐
太
）

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①さといもは皮をむいて茹でてつぶし、４等分
　に丸めておく。
②エビは殻ごと茹で、尾は残して殻をむく。む
　いた殻は鍋に戻してだし汁をとる。
③エビのだし汁にＡを入れ、しいたけ・花型に
　抜いたにんじん・いんげんを煮る。
④①の中に２つ切りしたエビを入れ、尾だけ上
　に出して丸め、片栗粉をまぶして③の中に入
　れる。
⑤器に盛って③の汁をかける。

生
Vol.63

「プリプリのエビを丸ごと入れて」

〈材　料〉（４人分）
さといも　　320g
にんじん　　50g
エビ　　　　大４尾
しいたけ　　４枚
いんげん　　４本
エビ茹で汁　400cc

砂糖　　　小さじ１
料理酒　　小さじ２
みりん　　小さじ２
薄口醤油　大さじ１
片栗粉　　少々

盛土状況 2015.09.03

Ａ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　いつもいっしょに遊ん
でいたなかよしの友達が、
突然遠くへいってしまい
ました。男の子は寂しく
なって、友達を探しにで
かけます。川を渡って、
星の下で眠り、山や原っ
ぱをこえ、森を抜けてい
くと…。

　僕はユリカを愛し
ていたんです。先生
とかクラスの連中に
はわからない愛。僕
は真剣でした。真剣
なことを、気持ち悪
いなんて言わないで
欲しい…。少年の闇
と性への衝動を描く。

いちばんのなかよしさん　エリック・カール

（出版：偕成社） （出版：河出書房新社）

ドール　山下紘加

【　児　童　】
いろとりどり マーカス・フィスター
子どもばやしのお正月 さげさかのりこ
ペルペルの魔法 たかどのほうこ

【　一　般　】
ラオスにいったい何があるというんですか？ 村上春樹
世にも奇妙な君物語 朝井リョウ
決戦！本能寺 伊東潤ほか

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば   
日　時　１月 23 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

○

【１月の図書館カレンダー】

イラスト：長尾美紀さん

○
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伊佐市からのお知らせ

期　
　

日　

3
月
26
日
（
土
）

場　
　

所　

忠
元
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
変
更
。

参
加
条
件　

20
・
30
代
の
独
身
男
女

募
集
定
員　

男
女
各
30
人

※
詳
し
く
は
2
月
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で

　

発
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

い
さ
え
ん
実
行
委
員
会
事
務
局

isaen513@
gm

ail.com
　

一
部
施
設
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
た
め
、

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
期
期
限　

平
成
28
年
12
月
28
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合☎

㉖
２
３
５
６

「
ひ
し
か
り
苑
」
火
葬
炉
改
修
工
事

第
２
回
い
さ
え
ん

「
か
ご
し
ま
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
制
度
」

　

県
は
市
町
村
が
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
二
酸
化
炭
素
（
CO₂ 
）
吸
収

量
を
事
業
者
な
ど
に
排
出
量
の
埋
め
合
わ
せ

温
暖
化
対
策
に
貢
献
し
よ
う

と
し
て
販
売
す
る
「
か
ご
し
ま
エ
コ
フ
ァ
ン

ド
制
度
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
販
売
し
た
代
金
で
市
内
の
街
灯
を
省

エ
ネ
型
機
器
に
交
換
す
る
な
ど
し
て
地
球
温

暖
化
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

○
住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
菱
刈
鉱
山

○
大
口
電
子
株
式
会
社

○
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県
実
行
委
員
会

○
伊
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

○
伊
佐
市
観
光
特
産
品
協
会

○
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ル

○
建
設
事
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
連
絡
協
議
会

○
鹿
児
島
県
山
地
災
害
防
災
ヘ
ル
パ
ー
連
絡

　

協
議
会

○
鹿
児
島
県
防
水
工
事
事
業
協
同
組
合

○
「
新
老
人
の
会
」
鹿
児
島
支
部

（
平
成
27
年
11
月
現
在
・
順
不
同
）

　

詳
し
く
は
「
か
ご
し
ま
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
林

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

林
務
課
林
政
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

お
知
ら
せ

整
備
区
域

　

菱
刈
中
央
・
菱
刈
北
部
・
平
出
水

　

日
常
生
活
で
排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
の

処
理
方
法
に
つ
い
て
、
市
は
農
業
集
落
排
水

施
設
へ
の
接
続
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
汲
み

取
り
式
便
所
や
単
独
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
家
庭
は
農
業
集
落
排
水
施
設
へ
の
切
換
え

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
整
備
区
域
内
で
も
接

続
で
き
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
住
宅
・
下
水
道
係　

☎
㉓
１
３
１
１

農
業
集
落
排
水
整
備
区
域
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
へ

　

来
年
度
に
実
施
す
る
事
業
の
内
容
や
必
要

な
予
算
を
検
討
す
る
「
当
初
予
算
市
長
ヒ
ア

リ
ン
グ
」
を
公
開
し
ま
す
。

日　
　

程

　

1
月
7
日
（
木
）、8
日
（
金
）、12
日
（
火
）

時　
　

間　

9
時
～
16
時
30
分

場　
　

所　

市
役
所
大
口
庁
舎
大
会
議
室

　

時
間
割
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
財
政
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

小
学
校
１
年
生
～
18
歳
（
18
歳
到
達
後
の

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
が
治
療
の
た
め
に

支
払
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

　

子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
世
帯
の
合
計
所

得
が
３
５
０
万
円
以
下
の
世
帯

①
１
回
の
入
院
が
１
泊
２
日
以
上
の
場
合　

　

退
院
し
た
月
の
翌
月
か
ら
６
か
月
以
内
に

申
請

②
１
年
間
の
医
療
費
の
自
己
負
担
の
総
額
が

　

８
万
円
を
超
え
た
場
合

　

翌
年
の
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
に
申
請

子
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
制
度

当
初
予
算
市
長
ヒ
ア
リ
ン
グ

※
平
成
27
年
１
月
～
12
月
の
分
を
、
平
成
28

　

年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
に
申
請
で
き
ま

　

す
。

※
①
で
助
成
を
受
け
た
分
は
対
象
外
と
な
り

　

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

○
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

○
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

○
申
請
者
の
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

広告
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自
治
会
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
燃
え
な

い
ご
み
（
赤
袋
）、
資
源
ご
み
（
緑
袋
・
黄

袋
・
雑
誌
類
）
の
収
集
日
が
１
回
目
の
金
曜

日
に
該
当
す
る
地
区
は
、
収
集
日
が
翌
週
に

「
親
子
で
作
ろ
う　

め
の
餅
飾
り
」

　

小
正
月
の
伝
統
行
事

「
め
の
餅
飾
り
」
を
作
り
ま
す
。

日　
　

時　

１
月
17
日
（
日
）

 

10
時
～
13
時

場　
　

所

１
月
の
ご
み
収
集
日
変
更

１
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

▽
中
学
入
試
Ａ
日
程　

１
月
５
日
（
火
）

▽
中
学
入
試
Ｂ
日
程　

１
月
23
日
（
土
）

▽
高
校
入
試　

１
月
28
日
（
木
）

　

出
願
・
試
験
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

☎
㉒
０
６
０
９

大
口
明
光
学
園
入
試
案
内

海
の
事
件
・
事
故
は
「
１
１
８
」
番

　

１
月
18
日
は
１
１
８
番
の
日
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
「
１
１
８
」
番
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

○
海
難
事
故
に
あ
っ
た
、

　

ま
た
は
見
た
。

○
油
の
排
出
等
を
見
た
。

○
不
審
な
船
を
見
た
。

○
密
漁
や
密
航
な
ど
の
犯
罪
の
話
を
聞
い
た
。

問
い
合
わ
せ
先

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
９
９
６
・
３
２
・
２
２
０
５

　

伊
佐
養
蜂
組
合
の
会
員
以
外
で
ハ
チ
ミ
ツ

等
を
販
売
す
る
目
的
以
外
に
ミ
ツ
バ
チ
を
飼

養
し
て
い
る
人
は
、
１
月
29
日
（
金
）
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で
凧

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
し
て
い
る
人
へ

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

日 時間 実施団体 場所

１
日
（
金
）

    6:00   崎山東自治会   自治会館前の広場

    7:00   崎山自治会   田中家裏の広場

    9:00   川岩瀬自治会   神社下の河川敷

17:30   西方自治会

18:00   小木原東自治会   諏訪神社近く水田

18:00   平出水中央自治会   消防団詰所前

18:00   川西自治会   公民館近く水田

18:00   宮人自治会   宮人橋横の河川敷

18:00   馬渡自治会   納骨堂横の広場

18:30   田原自治会

２
日
（
土
）

17:30   井立田自治会   新開橋付近水田

18:00   目丸地区再生会

18:00   尾之上自治会   広瀬橋近く水田

18:00   石井自治会   内村商店近く水田

18:30   高塚自治会

３
日
（
日
）

    6:00   小川内自治会   関所跡先の運動場

15:00   永池自治会   南永小学校下水田

18:00   堂崎自治会   堂崎研修館前水田

18:00   金波田自治会   金波田集会場前水田

18:00   八代自治会   寺師家横の空き地

18:30   田代自治会

９
日
（
土
）

17:45   湯之尾校区
  コミュニティ協議会   鶴屋旅館横の河川敷

18:00   本城荒田   森山橋近く水田

18:00   鳥巣上自治会   鳥巣上農道下水田

18:30   木ノ氏自治会   公民館近く水田

各自治会  鬼火焚き情報

問い合わせ先
企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

平成 27 年 12 月 15 日現在
※情報提供のあった自治会を掲載しています。

１月

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ル
ー
ム（
大
口
里
保
育
園
横
）

対
象
者　

未
就
学
児
～
高
校
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

参
加
費　

無
料

持
っ
て
く
る
も
の　

タ
オ
ル
、
三
角
巾

申
込
期
限　

１
月
10
日
（
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

変
更
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
し
て
あ
る
「
平

成
27
年
度
ご
み
収
集
日
程
表
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係　

☎
㉒
１
０
６
０

揚
げ
を
し
た
り
、
電
柱
や
鉄
塔
に
昇
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
凧
が
電
線
等
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
に
お
近
く
の
九
州
電

力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社
霧
島
営
業
所

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
８
０
３
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伊佐市からのお知らせ

納
入
品
目

　

野
菜
・
果
実
類
、
醤
油
・
味
噌
類
、
麺
類
、

魚
介
か
ま
ぼ
こ
類
、
食
肉
類
、
豆
腐
類
、
乾

物
類
、
こ
ん
に
ゃ
く
類
、
冷
凍
食
品
等

指
定
期
間　

4
月
1
日
（
金
）
～
平
成
29
年

　
　
　
　
　

3
月
31
日
（
金
）

指
定
条
件

①
保
健
所
の
営
業
許
可
が
あ
る

②
1
回
に
２
、
２
０
０
人
分
程
度
（
品
目
に

　

よ
り
異
な
る
）
の
納
品
が
で
き
る

③
納
品
時
間
が
確
実
に
守
ら
れ
る

④
生
鮮
食
品
の
取
扱
業
者
に
つ
い
て
は
、
月

　

1
回
以
上
の
検
便
を
受
け
る
こ
と

※
品
質
等
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
指
定
願
書
に
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
給
食
物
資
納
入
希
望
業
者
募
集

①
の
業
務
内
容

○
農
地
法
等
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
事

　

項
○
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の

　

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄

　

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促

　

進
）
の
推
進

○
農
業
に
関
す
る
調
査
及
び
情
報
提
供

○
法
人
化
そ
の
他
の
農
業
経
営
の
合
理
化

②
の
業
務
内
容

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、
地
域
の
農
業
者

　

等
の
話
合
い
を
推
進

○
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー

　

チ
を
行
い
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

　

を
推
進

○
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
を
推
進

○
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携

次
か
ら
①
②
共
通

応
募
資
格

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

募
集
人
員　

各
３
人

委
員
任
期　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

　
　
　
　
　

日

選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
選
定
す
る
。

応
募
方
法

①
農
業
委
員
会
委
員
②
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
募
集

　

次
の
事
項
を
記
入
し
た
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
も
可
）

※
応
募
用
紙
が
必
要
な
人
は
農
業
委
員
会
事

　

務
局
（
菱
刈
庁
舎
）
に
あ
り
ま
す
。

①
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、
年
齢
、

　

性
別
、
経
歴
及
び
農
業
経
営
の
概
況

②
応
募
す
る
人
が
認
定
農
業
者
等
に
該
当
す

　

る
か
否
か
の
別

③
応
募
の
理
由

④
応
募
す
る
人
が
農
業
委
員
及
び
推
進
委
員

　

の
両
方
に
応
募
し
て
い
る
か
否
か
の
別

受
付
期
限　

１
月
15
日
（
金
）
17
時

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６
番
地

伊
佐
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉖
１
５
７
１

募
集
期
間　

１
月
６
日
（
水
）
～
29
日
（
金
）

入
学
試
験　

２
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　

受
付
８
時
30
分
～
50
分

合
格
発
表　

２
月
10
日
（
水
）

試
験
科
目
等

　

国
語
（
高
校
卒
業
程
度
）・
一
般
常
識
（
簡

単
な
計
算
問
題
含
む
）・
作
文
・
面
接

※
上
履
き
、
昼
食
は
各
自
準
備
。

提
出
書
類

○
入
学
願
書
、
写
真
を
添
付

○
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
）
証
明
書
・
高

　

校
成
績
証
明
書

○
受
験
料
１
０
、
０
０
０
円

○
返
信
用
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
82

　

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の

願
書
請
求

　

返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
に
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
82
円
切
手
を
貼
っ
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
２
１

伊
佐
市
大
口
鳥
巣
４
５
０
番
地

伊
佐
市
医
師
会
立
准
看
護
学
校☎

㉒
８
８
０
２

平
成
28
年
度
伊
佐
市
医
師
会
立
准
看

護
学
校
学
生
募
集
（
二
次
）

提
出
期
限　

１
月
29
日
（
金
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー☎

㉔
１
２
２
３

勤
務
内
容

　

市
道
・
公
園
等
の
除
草
作
業
、
支
障
木
の

伐
採
及
び
側
溝
浚
渫
作
業

勤
務
日
数　

月
17
日

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

賃　
　

金　

月
額
１
２
７
、５
０
０
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
あ
り

雇
用
条
件

　

60
歳
未
満
で
伊
佐
市
に
住
所
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

若
干
名

雇
用
開
始
日　

４
月
１
日
～

土
木
・
公
園
作
業
嘱
託
員
募
集

募　
　

集

申
込
方
法

　

建
設
課
（
菱
刈
庁
舎
）
及
び
市
民
課
（
大

口
庁
舎
）
に
あ
る
「
伊
佐
市
土
木
・
公
園
作

業
嘱
託
員
採
用
願
」及
び
自
筆
の
履
歴
書（
市

販
の
も
の
で
上
半
身
写
真
貼
付
）
を
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
５
日
（
金
）

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
維
持
・
施
設
管
理
係

市
民
課
（
提
出
の
み
）　　

☎
㉓
１
３
１
１
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広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

（
11
月
２
日
～
11
月
25
日
受
付
分
）

後
飯
塚　

虎こ
て
つ徹
（
佳
・
中
戸
切
）

下
薗　

真し
ん
ご吾
（
博
志
・
崎
山
東
）

地
福　

琴こ
と
み美
（
秀
一
・
西
本
町
）

堂
園　

壮そ
う
ま真
（
裕
樹
・
重
留
西
）

中
間　

瑛え
い
た太
（
剛
・
東
戸
切
）

新
原　

響ひ
び
と人
（
洸
太
郎
・
前
目
宇
都
）

春
園　

仁じ
ん
ぎ義
（
銀
次
郎
・
共
進
）

肥
後　

汰た
い
ち知
（
勇
司
・
大
田
）

松
尾　

天そ
ら愛
（
光
・
プ
レ
ジ
ー
ル
菱
刈
）

森　

稜り
ょ
う
た太
（
英
樹
・
花
北
上
）

寺
嶋　

成な
り
ま
さ真
（
卓
文
・
築
地
）

　

○南永小学校　○牛尾小学校（写真）

12 月活動女性サロン室
あなたが自分らしく生きるた
めに、一緒に考えます。
開催日　１月第２・３水曜日
時　間　13 時 30 分～ 16 時
場　所　大口仲町旧安楽ヨシ
　　　　子様宅
連絡先

☎０９０・３０１６・３６６０

（
11
月
２
日
～
11
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

大
久
保　

和
人　
　

83
（
中
戸
切
）

清
岡　

良
一　
　
　

91
（
西
本
町
）

坂
元　

喜
久
子　
　

74
（
水
ノ
手
）

芝
田　

一
男　
　
　

93
（
大
道
）

瀬
﨑　

明　
　
　
　

86
（
国
ノ
十
）

茶
園　

道
男　
　
　

59
（
里
町
）

東　

芳
子　
　
　
　

73
（
西
水
流
）

舞
薗　

ミ
エ　
　
　

95
（
下
青
木
）

舞
薗　

雄
禪　
　
　

85
（
下
青
木
）

松
浦　

ト
ミ　
　
　

86
（
奈
良
野
）

村
川　

哲
郎　
　
　

57
（
里
町
）

森　

佳
子　
　
　
　

48
（
奈
良
野
）

山
下　

幸
男　
　
　

89
（
コ
ヅ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

山
野
地
区

杉
本　

芳
子　
　
　

81
（
小
木
原
東
）

羽
月
地
区

梅
木　

歳
徳　
　
　

89
（
大
島
北
）

上
籠　

文
男　
　
　

65
（
下
殿
）

神
田　

則
良　
　
　

89
（
羽
山
）

小
浦　

修
二　
　
　

62
（
並
木
）

溜　

勝
美　
　
　
　

77
（
大
島
南
）

中
山　

繁
人　
　
　

81
（
川
岩
瀬
）

正
岡　

一
人　
　
　

79
（
崎
山
東
）

松
元　

マ
サ
子　
　

89
（
辺
母
木
）

西
太
良
地
区

岩
下　

ト
ユ
子　
　

85
（
中
央
）

緒
方　

軍
生　
　
　

72
（
諏
訪
）

鹿
倉　

ミ
ル
子　
　

98
（
土
瀬
戸
）

畑
井
田　

二
夫　
　

83
（
堂
山
）

服
部　

景
敏　
　
　

85
（
小
谷
）

本
釘　

昭
正　
　
　

87
（
田
代
）

菱
刈
地
区

伊
地
知　

季
昭　
　

67
（
小
原
松
山
）

久
保　

一
子　
　
　

92
（
下
市
山
）

髙
松　

憲
章　
　
　

79
（
下
市
山
）

本
城
地
区

児
玉　

悟　
　
　
　

79
（
本
城
町
）

市
外
住
民

橋
本　

重
子　
　
　

87
（
姶
良
市
）

　
　

　
　　　  伊佐さわやかあいさつ運動
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■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

伊
佐

PR
課

     Tel 0995-29-4113　
 ■

印
刷

／
㈲

大
口

新
生

社
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H27.12. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

去
年
の
１
月
号
は
ど
ん
な
挨
拶
だ
っ
た
か
広
報
紙

を
め
く
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
が
止
ま
ら
ず

編
集
後
記
を
読
み
尽
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
記
し
た

内
容
か
ら
ま
ち
の
話
題
を
思
い
だ
し
た
り
、
誤
字
で

ご
指
摘
を
受
け
た
こ
と
、
内
容
に
対
す
る
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
毎
回

心
が
け
る
こ
と
は
皆
さ
ん
に
広
報
紙
へ
の
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
時
代
に
あ

っ
た
情
報
提
供
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
う

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
熟
読
し
て

か
ら
綴
る
と
い
う
流
れ
を
長
年
続
け
て
い
る
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
数
十
年
後
は
想
像
で
き
ま
せ
ん

が
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
今
は
、
１
冊
を
大
切
に
仕

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
う
特
別
枠
を
使
う
こ
と
お
許

し
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
登
場
し
て
い
な

い
私
の
相
棒
を
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
毎
月
締
切

に
追
わ
れ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
共
に
戦
う
隣
の
相
棒

（
編
集
担
当
）
と
も
６
年
の
付
き
合
い
。
読
み
や
す

い
広
報
紙
を
皆
さ
ん
に
届
け
る
た
め
に
今
年
も
チ
カ

ラ
を
合
わ
せ
頑
張
ろ
う
。（
せ
ー
の
っ
）

「
皆
さ
ま
今
年
も
広
報
い
さ
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

総人口　27,623 人　  （－       29）
　男　　12,778 人　  （－       11）
　女　　14,845 人　  （－       18）
世帯数　13,841 世帯  （－       15）

検索

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入のうえ、ご
　投稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプ
　レゼントが当たります。
　当選者の発表は商品の発
　送をもってかえさせてい
　ただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎㉙４１１３

�９４２０
koho@city.isa.lg.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
伊
佐
の
風
」
の
方
の

ガ
イ
ド
付
で
曽
木
の
滝
観
光
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
ま
で
自
分
も
、
ま
た
遠
来
の
客
も
案
内
し

て
、
幼
い
頃
か
ら
何
十
回
も
来
て
知
り
尽
く
し
て

い
る
場
所
の
は
ず
が
、
何
と
そ
の
上
っ
面
を
通
っ

て
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
正
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
！

第
一
発
電
所
遺
構
も
数
々
の
隧
道
も
初
め
て
見
た
。

故
郷
の
宝
を
先
づ
土
地
の
人
間
が
知
ら
ね
ば
地
方

活
性
化
も
覚
束
な
い
。
皆
さ
ん
一
度
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
伊
佐
の
隠
れ
た
財
産
凄
い
で
す
よ
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

（
大
口
東　

Ｈ
・
Ｅ　

80
代
）

　

お
婆
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

お
仏
壇
に
大
き
な
リ
ン
ゴ
が
お
供
え
し
て
あ
り
ま

し
た
。
お
婆
ち
ゃ
ん
は
歯
が
悪
い
の
で
あ
ま
り
食

べ
ま
せ
ん
。
私
が
剥
い
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
む

ん
ず
と
掴
み
ま
し
た
。
ぐ
し
ょ
っ
と
し
た
手
応
え
。

暗
く
て
よ
く
見
え
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
リ
ン

ゴ
は
ぐ
ず
ぐ
ず
に
腐
っ
て
い
て
私
の
指
が
リ
ン
ゴ

の
中
に
ズ
ッ
ポ
リ
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
う
わ

あ
あ
あ
あ
あ
。
お
婆
ち
ゃ
ん
は
忘
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
し
っ
か
り
し
て
よ
。

（
大
口　

り
あ
る　

10
代
）

伊
佐
市
の
ふ
る
さ
と
大
使
で
あ
る
榎
木
孝
明
さ

ん
が
出
演
す
る
ド
ラ
マ
が
正
月
に
あ
り
ま
す
。
住

友
グ
ル
ー
プ
の
近
代
化
・
発
展
の
礎
を
築
い
た
明

治
の
男
を
演
じ
ま
す
。
番
組
名
は
「
百
年
の
計
、

我
に
あ
り
～
知
ら
れ
ざ
る
明
治
産
業
維
新
リ
ー
ダ

ー
伝
～
」。
菱
刈
鉱
山
で
も
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
別
子
銅
山
の
近
代
化
、
植
林
事
業
、
四
阪
移

転
に
よ
る
煙
害
克
服
な
ど
ド
ラ
マ
と
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
で
放
映
さ
れ
ま
す
。
１
月
３
日
12
時
～
14

時
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
と
１
月
９
日
19
時
～
21
時
（
Ｂ
Ｓ

―
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）で
す
。（
菱
刈　

ヒ
サ
ち
ゃ
ん　

50
代
）

　

２
月
号
の

プ
レ
ゼ
ン
ト無洗米６合

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ


